
(調査・活動報告)

YOSAKOIサ マ ー ス クー ル

坂本 季実子1 福留 園子1

八田 章光2A

(受領 日:2013年5月2日)

1高 知工科大学 国際交流部

〒782-8502高 知県香美市土佐 山 田町宮 ノロ185

2高 知工科大学 国際交流セ ン ター長

(システ ム工学群 電子 ・光系)

〒782-8502高 知県香美市土佐 山 田町宮 ノロ185

*E-mail:hatta.akimitsu@kochi-tech.ac.jp

要約:高 知工科 大学国際交流セ ンターでは、海 外の学生 と本 学学生 との交流 を 目的 と し、平成24年 度8月 に

「YOSAKOIサ マース クール」 を初 めて開催 した。 国際交流協定締結大学 である中国の藩陽工業大学 とタイ

の泰 日工業大学か ら学生 を招 き、学内での講 義 ・実習、県内高等学校 との交流 、よ さこい祭 り参加 、県東 部

視察等のプ ログラムを行 い、学内のみな らず地元高知での文化 ・国際交流に寄与 した。

1.は じめ に

文部科学省では、若い世代の 「内向き志向」を克

服 し、国際的な産業競争力の向上や国と国の絆の強

化の基盤 として、グmバ ルな舞台に積極的に挑戦

し活躍できる人材の育成 を図るため、平成24年 度

予算案において新たに 「グローバル人材育成推進事

業」を公募するなど、積極的にグローバル人材の育

成を奨励 している。

本学においても、グローバル人材の育成は喫緊か

っ重要な課題であ り、国際交流センターにおいて効

果的なプログラムの開発に取 り組んでいる。

近年、特にアジアの大学においては、夏期休暇等

を利 用 して短期間で実施す るサマープログラムの

実施が盛んであ り、こ うしたプログラムを利用 して

海外から学生を招 き、その後の留学や大学広報につ

なげる動きが活発である。

本学においても、平成24年 度、 日本 と海外の学

生間の相互理解、異文化理解を図り、本学における

グローバル人材の育成や大学問交流の進展、日本の

学生の海外留学や海外の学生の日本留学を促進す

るた め、新 たな国際交流事業 と して 「YOSAKOIサ

マー スクール」 を企画 ・実施 した。

2.YOSAKOIサ マ ー ス ク ー ル

2.1概 要

YOSAKOIサ マー スクール は、海外 大学の学生を

本学 に招 くこ とによ り、日本にいなが ら異文化に触

れ、海外 の学生 と交流で きる機 会 を本学学生 に提 供

す ること、協定締結大学 との交流 を深化 させ ること、

専 門分野 に特化 した交流や 大学広 報 を 目的 とす る

開催等、今 後の よ り戦略的なサマース クール開催 に

向 けた試行 とす るこ とを 目的 として 開催 された。

本学キ ャンパ スを活動拠点 とし、2013年8月5

日～14日 の10日 間、藩 陽工業大学 か ら8名 、泰 日

工業大学 か ら5名 の学生 を招いて実施 した。海外か

らの招待学生 は、工学の基礎 知識 を持っ学 生 と し、

各大学に選考 を一任 した。藩 陽工業大学 か らは、工

学系の学生5名 に加 えて、昨夏 に本学卓球部の学生

が訪 問 した卓球交流 をきっか け と して卓 球部員3

名が参加 した。また泰 日工業大学 か らは、本学大学

院博±後期課程修了者 で、現在 同大学で講師 を務 め
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るDr.WimolSAN-UMが 引率者 として参加 した。本

学か らの参加 学生の募集 は、海外 の学生 との交流に

関心があ ること、企画 の全行程 に原則参加 できる こ

と、交流 に必要 な英語 力がある こと、本 学を代 表す

る学生 と して相応 しい人物 で ある ことを条件 に行

い、書類(TOEIC成 績、志望理 山)に よ り国際交

流 セ ンターで参加者 を決 定 した。当初 、招待 学生 と

同数 の13名 が全 日程 参加す ることを 目標 としてい

たが、集 中講義や インターンシ ップ と 日程 が重 なっ

ていた こと、募集 までの告知期 間が短 かった こと等

か ら、のべ12名 の学生が参加 し、 これ に卓球 部員

が一部 日程 に加 わ ることとなった。

人 学 生 と 共 に 講 義 を 受 講 した 。講 義 は 、 「Electronics

&PhotonicsforSustainableDevelopment)を テ ー マ に

八 田 が 行 っ た 。夕 方 に は 本 学 の よ さ こ い 踊 り子 隊 の

練 習 を 見 学 し、 数 日後 の 本 祭 に 思 い を 馳 せ た 。

3日 目(8月7日(火))は 、 「Opto-Electronics

Innovation(fromShikoku,Japan):IntroductoryLecture

aboutLEDandLD」 と 題 し、 野 中 弘 二 教 授 が 行 っ た

講 義 でLEDの 電 気 特 性 等 に つ い て 学 び 、 そ の 後 、

分 光 測 定 、 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン キ ッ ト(LED)製 作 の

実 習 を 行 っ た 。 午 後 か ら は 、8月10日(金)、11日

(土)に 参 加 す る よ さ こ い 祭 りで 披 露 す る 踊 りの 練

習 を 行 っ た 。

2.2プ ログラム内容

プ ログラム初 日の8月5日(日)は 、到着 した学

生、引率教員 を宿泊施設 に案 内 したあ と、自出行動

と した。初 日か ら、数名 の本学学生が地 元の神母 ノ

木 大川祭 りや近隣 の商業施設 に招待学生 を案 内 し、

プ ログラム外の交流を楽 しんでいた。

翌 日以降3日 間は、本学 キャ ンパ スにおいて活動

を実施 した。2日 目(8月6日(月))は 、オープニ

ングセ レモニーの後、キャンパ スツアーを実施 した。

ドミ トリー、情 報図書館 、体 育施設 に加 え、王碩 玉

教授 の知能 ロボテ ィクス研 究室、ナ ノテク ノロジー

研 究所、MRIな どの設備 を見学 した。昼 には学長 、

卓球部顧 問の浜 田美穂 教授 、卓球 部員 を招 いて歓 迎

昼食会を開いた。藩 陽工業 大学か ら引率者 として来

日した林琳 教諭 は卓球部の顧 問であ り、昨年 度の交

流研 修や 世界 を舞台 に した浜 田教授 の競技歴 につ

いての話 に花が咲いた。

ソ

亀遡

順

卓球部 との合同練習

午後から、藩陽工業大学の卓球部員3名 は本学卓

球部との合同練習に参加 し、その他の参加者は日本

LEDに 関する講義

4日 目(8月8日(水))は 、午前 中は簡単な 日本

語 と、華道 や しばてん踊 りな どの 日本文化 を体験学

習 した。午後 は、翌 日の高校での交流に向 けて、そ

れ ぞれ の 国や 文化 等 に関す るプ レゼ ンテー シ ョン

の準備 を行 った。

5日 目(8月9日(木))は 、高知県立高知南高等

学校 において、中国、タイ、高知南高校 、高知工科

大学の4グ ルー プに分 かれて 、それぞれの国や文化

について の発表 を行 った。中国、タイの学生か らは、

それぞれ の国の踊 りや踊 りの衣装が披露 された。昼

食 を とりなが らの交流 のあ とは、書道や 日本の伝 統

的 な遊び の体験 、ゲームな どで親 睦を深 めた後 、高

知南高校 の生徒 も交 え、高知城や ひろめ市場等 、よ

さ こい祭 りの前夜祭 で にぎわ う高知市 内の散策 に

赴いた。

6日 目、7日 目(8月10日(金)、11日(土))は 、

よ さこい祭 りに参加 した。参加 したのは、県 内在住

の国際交流員や教職員 らを主 体 とす る 「響 よさこい

国際交流隊&教 職員友 の会」 とい う総勢約80名 の
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グループで、参加者 らはお揃 いの よさこい衣装 に身

を包み、LED鳴 子 を両手 に持 って隊 に加 わった。

は じめはぎ こちない様 子だった参加者 も、半 日を過

ぎ るころには祭 りの雰囲気に馴染み、笑顔 で鳴子を

鳴 らし、い きい き と踊 るよ うになった。残念 なが ら

天候が芳 しくな く、一 時は雷雨に も見舞 われ たが、

けが 人や 体調 不良者 を出す ことな く祭 りを終 え る

ことができた。後 に提 出 され た報告書 でも、よさこ

い祭 りでの体験 に触れ た学生が多か った こ とか ら、

最 も印象的なプ ログラム となった よ うであ る。

r

誕
脈rP

e

よさこい祭 り

/・ 、野

8日 目、9日 目(8月12日(日)、13日(月))は

室戸方面に向けてバ スツアー を行った。吉良川 の町

並み、室戸ジオパー ク、海洋 深層水 学習施設 、岩 崎

弥太 郎生家、龍河洞 を訪れ 、高知 県の歴 史や環境 に

ついて学んだ。宿泊 した最御崎寺 では、招待者 の多

くが は じめて温泉 を体験 した こ ともあ って大 いに

盛 り上が り、文字通 り裸 の付 き合 いで親 睦を深 めた

様 子で、次 の 日か らは、更に 目に見 えて交流が活発

になった。また9日 目の最後 には関係者 を集 めて送

別 会 を行 い、中国 とタイ の踊 りが披露 され 、本 学か

らは記念 品が贈 られた。解散後 も別れ難 く、話 を続

け る学生の姿があ ちこちに見 られた。

最 終 日(8月14日(火))に は、参加 の義務 はな

かったに も関わ らず、多 くの 日本 人学生が空港 まで

見送 りに出向き、別れ を惜 しみ、再会を約 束 し合っ

ていた。

3.お わ り に

YOSAKOIサ マー スクール は、本年度、初めて開

催 した国際交流プ ログラムであ る。事故や 大きな問

題 な くプ ログラム を終了す ることがで き、また招待

者 にも満足 を与 えるこ とがで き、初回 と しては成 功

で あった と言 える。参加 した 日本人学生 も10日 間

の交流 を通 じ招待学生 と十分 な親睦 を深 め、プ ログ

ラム終了後 もFacebook等 に よ り交流 を継続 してい

る。日本 にいなが ら外国人学生 と交流で きるプ ログ

ラム としては、一定 の成果 をあげ るこ とができた。
一方で

、解決すべ き多 くの課題 も残 った。最 も取

り組むべ きは、日本人学生の参加者 増 と積極 的交流

の促進で ある。上述 の とお り、開催時期が集 中講義

やイ ンター ンシ ップ と重 なっていた こ と、募集 まで

の告知期 間が短 かった こ と等 か ら、全 日程参加 で き

た のはわずか4名 に留 まった。また参加 した ものの、

教職員 が促す ま で交流 に踏 み込 まない参加 学生 も

少 なか らずいた。国際交流 を 目的 とす る事業 と して、

量、質 ともに改善が必要 であ る。今後は事前 の広報

に力 をいれ、よ り多 くの参加 学生 を集 め、モチベー

シ ョンを培 う事前研修 を充実 させ る必要が ある。

開催 目的 のひ とつ で あった交流 協定締 結大学 と

の交流の深化 について は、大 きな成 果 をあげ ること

がで きた。藩陽工業大学 とは昨年度 中国において実

施 した卓球 交流 に引 き続 いて の交流 プ ログラムで

あ り、一方の泰 日工業大学 には、本年度末、本学か

らの海外研修 として学生10名 を3日 間、派遣 した。

連続 した プ ログラムの実施 によ り双方 の大学 問の

距離は 目に見 えて縮ま った。

YOSAKOIサ マース クールは本学にお けるグロー

バル人材育成、国際交流の進 展 に寄与す るプ ログラ

ム として は効 果的 なプ ロ グラムで あった と総括 で

き、今後 も改 善を行 いなが ら、継 続的 に実施 す る予

定で ある。
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 Abstract: International Relations Center, Kochi University of Technology organized an international summer 

program called "YOSAKOI Summer School" in August, 2012 for the first time in its history. It was aimed at 
establishing international relationship between overseas students and our university's students. The students from 

Shenyang University of Technology, China, and Thai-Nichi Institute of Technology, Thailand, with which we have 

concluded international exchange agreements, attended the program and enjoyed academic experiences, cultural 

exchange program with local high school students, local dancing festival named "Yosakoi Festival," study tour to the 

east part of Kochi Prefecture, and so on. Through these activities, the program played a significant role for activation of 

international cultural exchange not only within the university but also in the Kochi area.
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